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尚本論丈ハ昭和14年度文部省科學研究費ノ補助ニヨリテナサレタル研究ノー一一一kagナリ．

内 容 抄 録

 細菌ノ「ヒスタミン」産生二軸シ，培養液ノ組成が重

大ナ關係ヲ有スルハ當然推察サル・事實ナリ．余ハ培

養液トシテ普通「ブイヨン」ヲ使用シ，割賦各種「ペプ

トン」，「アミノ酸及ピ糖ヲ添加シ，之等添加物質ガ

「ヒスタミン」産生二如何ナル影響ヲ及ボスヤヲ知ラ

ントシテ實瞼ヲ行ヘリ．「ヒスタミン」橡索トシテハ

Guggenheim－Lδ田er氏法ニヨリ，使用菌種トシテハ第

1報ノ實験成績ヨリ疫痢檬患者糞便直接培養液二於テ

「ヒスタミン」塵生量椙當大ナルモノヲ用ヒタリ．

 第1二「ペプトン」加ノ影響二關シテハ「ベプトソ」添

加が培養液ノ「ヒスタミン」産生二關シテ直接的重要ナ

ル意義ヲ有セザルベシト認メラレタリ．自ロチ「ペプト

ン」ヲ1～3％二加ヘタルモノニ於テ，封照二比シテ

「ヒスタミン」ノ増量：甚ダ僅微ナリキ．

 第2二「アミノ酸添加二aル影響トシテハ驚クペキ

増量ヲ示セリ．

 第3二糖添加ノ影響ハ0・2％ガ好適ニシテ，0．4％以

上ニチハ却ツテ「ヒスタミン」産生障害セラレタリ．

圏

第1章 緒 言

第2章 實験成績

 第1節 細菌ノ「ヒスタミン」産生二及ボス「ペプ

     トソ」ノ影響二就テ

 第2節 各種蛋白分解「アミノ酸添加ニヨル影響

次

     二就テ

 第3節 糖添加ニヨル影響二就テ

第3章 総括及ビ考按

第4章 結 論

   参考論文

第1章 緒

 細菌ノ「ヒスタミン」産生二關スル各種條件中

最：モ：重要ナ要素トシテ先ヅ吾人ハ培養條件ヲ考

言

ヘザルベヵラズ．帥チ培養液ノ組成如何ガイヵ

二細菌ノ獲育増殖，殊二「ヒスタミン」産生二影
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響ヲ及ボスモノナリヤハ想像二階カラズ．

 余ハ嚢＝「ヒスタミン」産生度大ナリト云ハレ

タル10％牛肝片時肝ブイヨン」培養液二疫痢様

患者糞便直接培養ヲ行ヒ，該培養が夫々ノ分離

菌培養二丁シテ遙カニ「ヒスタミン」産生ノ増大

セルラ団団テ報告スルトコロアリタリ（1）．因ツ

テ以下ノ各種培養液ニツイテハスベテ患者ノ糞

便直接培養ヲ行ヒテ「ヒスタミン」ノ産生度ヲ槍

セリ．

 培養液中ノ「ヒスタミン」ノ誰明並ビニ定量ハ

主トシテ藥理學的方法二依レリ．伺一部二於テ

ハ瀬良一横山氏法（2x3）ニヨル分離定量法ヲモ行

ヒテ比較槍討セリ．

 先ヅ培養條件トシテ第一二「ペプトン」ノ影

響，次二各種「アミノ酸ノ影響，更二糖添加ノ

影響等二就テ研究セリ．         ．

第2章 實

第1節細菌ノ「ヒスタミン」産生二及ボス

    「ペプトン」ノ影響二就テ

 細菌ノ護育二三シ「ペプトン」ガ密接不離ノ關

係ニアルハ周知ノ事實ナリ．從ツテ細菌ノ襲育

ト叉密接ナ關係ニアル細菌ノ「ヒスタミン」産生

モ亦培養液二加ヘラレタル「ペプトン」ノ種類及

ビ濃度二影響セラル・事構築然ノ理ナリ．

 依ツテ余ハ「ペプトン」ノ影響ヲ知ラントシテ

次ノ如キ實験ヲ行ヘリ．

 省「ペプトン」トシテハ先ヅ本教室高橋上士が

卵白ヨリ直接調製セル純粋「ペプトン」ヲ使用セ

リ．其ノ調製法ヲ述ブレバ次ノ如シ．

避寒｝

 上記ノモノヲ充分混和シ，約18時聞38。Cノ

艀卵器中二置キ，時々振罎混和シ，更二3ccノ

濃塵酸及ビ0・6gノ「ペプシン」ヲ加へ約16時聞浩

化セル後，Na2CO3ヲ以ツテ中和シ， PHヲ大

罷7トシ，Kaolinヲ入レテNutscheニテ濾過シ

之ヲ50～600Cノ盗度二宮テ減墜灘留ヲ行フト

キハ黄白色美麗ナル粉末ヲ得可シ④．コノモノ

ヲ「ペプトン」トシテ使用セリ．

 第1）添加「ペプトン」ノ濃度ニヨル影響

 實験A）培養液トシテハ1％肉エキスブイヨ

ン」ヲ使用シ，菌株トシテハ森下株（第2代目）

培養液ヨリ夫々50se宛ヲ移植培養セリ，因二

該菌株ハ槍索ノ結果大腸菌ノミヲ讃明シ赤痢異

成 績

型菌等ハ認メラレザリシモノナリ．十二1％，

3％ノ割二「ペプトン」ヲ加へ封照トシテハ全然

之ヲ加ヘザルモノヲ使用シ，爾者二於ケル「ヒ

スタミン」産生度ヲ比較戸戸セリ．

 實験成績トシテ第1表ノ如キ結果ヲ得タリ

（附圖第1圖参照）．

第1表（a）森下菌培養 （大腸菌）

E
培養液
番 號

180號

181號

182號

ペフ。

トン

濃度

0

10／0

30／o

「ヒ」産 生 度

・日1・日

十

十

2日

±

十

十

3日

±

±

第1表（b）PHノ攣化

番 號 濃度 0日 1日

180號

?W1號

?W2號

01％3％

6．5

U．5

U．5

6．5

U．5

U．0

2日

7．3

7．3

7．0

3日

7．0

7．0

6．8

 帥チ「ペプトン」加培養液中二於テハ之ヲ加ヘ

ザルモノ：二尉シテヤ・産生度大ナルヲ認メタル

モ其ノ増加ハ二度ナリ而シテ1．％ト3％トニ於

テハ殆ンド其ノ濃度ニヨル差異ハ認メ難シ．

 ：PHノ攣男用表記（第1表（b）参照）セル如ク

：大艦「アルカリ」測二移行セリ．

 實験B）培養液トシテハ前同様1％肉エキス

ブ・fヨン」ヲ使用シ，之＝竹田氏糞便培養液（駒

C 34 ］
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込A及ビ大腸菌ヲ三明ス）中ヨリ各培養コルベ

ソ」二20se二七エタリ．實験A同様「ペプ5

ン」加培養液二等テハ樹照二比シテ極ク僅カニ

「ヒスタミン」産生度ノ増加ヲ認メシ程度ニシ

テ，且1％ト3％トニ於テモ之叉前同様二差異

ヲ呈セザリキ（第2表（a）参照）．

 PHノ二化モ「ヒスタミン」産生度大ナラザル

故二酸度高マラズ，殆ンド大ナル移動ヲ生セズ

（第2表（b）参照）．

第2表（・）竹晒培養（難欄）

「ヒ」 産 生 度
培養液
ﾔ 號

ペプ
gン
Z度 0日 ユ日 2日 5日 7日

183號

P84號

P85號

01％3％

一＝
±十十 十十十

一士十 一±±

 叉培養二天申ノPHモ大ナル動揺ナカリキ

（第3表（b）参」雁）．

 更二「カゼ・イン」ヲ使用シ卵白ト同様二所理シ

テ製セル「ペプトン」ヲ使用セルモ同檬「ヒスタ

ミン」産生ノ大ナル増彊ヲ認メ得ザリキ．

第3表（・）四竃培養（難鑛）

培養液
番 続

195號

196號

197號

198號

199號

ペプ
トン

種類

W．？．

W．P．

身内

歯内

封照

同濃度
「ヒ」 産 生 度

10／0

30／0

10／0

3－O／o

0日

±

±

±

±

±

・日i2日

十

十

±

±

±

十

±

3日

±

十

5日

±

±

十

干

第2表（b）同上培養液PHノ攣二

番 號 濃度 0日 1日 2日 5日 7日

183號

P84號

P85號

01％3％ 7．0

V．0

V．0

6．5

V．0

V．0

6．5

U．8

V．0

6，516．5
U．5：7．0
U．5；7．・

第3表（b）  PHノ攣イヒ

番 號

195號

196號

197號

198號

199號

0日

6．5

6．5

6．5

6．5

6．5

1日

6．5

6．5

6．2

6．0

6．5

2日

6．5

6．0

6．0

6．0

6．5

3日

6．5

6．0

6．0

6．0

6．5

5目

7．0

6．5

6．0

6．5

6．8

 第；II）「ペプトン」ノ種類ニヨル影i響

 現今培養液二使用サレツ・アル「ペプトン」ノ

種類ハ多種アルモ，ソノ最モ代表的ナルモノト

シテ守門當教室二於テ使用サレ來リタル「ウイ

ツテペプトン」トi邦製品町内ペプトン」トニ就

テ，共ノ「ヒスタミン」産生度ノ影響ヲ比較セ

リ．

 本丁二二於テモ該2種「ペプFン」加培養液群

二二テハ封照二比シテ多少「ヒスタミン」産生ノ

増加ヲ認メタレドモ其ノ量ハ極メテ勘ク問題ト

スルニ足ラザルヲ知レリ．而シテWitte－1）epton

ト照内ペプトン」トノ「ヒスタミン」産生度二三

ボス影響二三シテハ三内ペプトン」ヤ・優iル結

果ヲ呈セリ．而シテ本實験二三テモ各「ペプト

ン」ノ濃度ニヨル差異一三ンド認メラレザリキ

（第3表（a）二二二二2圖参照）．

  第2節 各種蛋白分解「アミノ酸添加

       ニヨル影響二：就テ

 「アミノ酸ガ「ヒスタミン」産生＝重大ナ關係

ヲ有スル：事ハ既二明白ナル事實ニシテ．余ハ

「アミノ酸1・シテ次ノ如キモノヲ調製シテ實三

二供セリ．

 i）卵白分解「アミノ酸

 ii）「カゼイン」分解「アミノ酸

 iii）小豆分解「アミノ酸

 iv）照内ペプトン」分解「アミノ酸

 上記ノ各種「アミノ酸ノ製法ハ主トシテ須藤

寸法（5）二擦り多少之レヲ改攣セリ．

 尤モ最初ハ蛋白分解ヲナスニ當リ牛ノ膵臓ヲ

使用シタレドモ，後之ト効果等シキヲ認メタル

ヲ以テ「パンクレアチン」ヲ使用セリ．

 卵白分解「アミノ酸製法：

 牛i熱卵白509，「パンクレアチン」109，二二鯛

g 3s ］
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水700ccヲ加へ10％Na2CO3ヲ以テ弱プルガリ

性トシ，「クロ・ホルム」約5cc，「トルオール」

適量加へ艀卵器（37。C）二約2甕夜放置セル後

更二上静500ccヲトリ，之二二ピ「パンクレア

チン」29ヲ加へ再ビ之ヲ時々振盗シツ・艀卵回

申＝：放置シ，約2日後ソノー部ヲ取り，：BrOm

水ヲ以テTryptophan反鷹ヲ槍シ，充分高慮ノ

顯ハル・二丁リ，酪酸ニテ弱酸性トシテ加熱，

析出セル沈澱ヲ濾過シ去り，濾液ヲ重盗煎上＝

テ濃縮ノ析出セル沈澱ヲ濾過シツ・濃縮ス．之

レニヨリ芳香アル褐色飴色様「アミノ酸混合物

409ヲ得ベシ．

 他ノ「アミノ酸ノ製法モ大回二二準ズ．参考

迄二其ノ組．成ヲ記サン．

 ii）「カゼイン」分解「アミノ酸虚方：

徽＝詣

 iii）小豆分解「アミノ酸二方：

牛膵臓

小豆粥

負留 水

「クロロホルム」

鞠

 尚カクシテ得タル「アミノ酸ノ純粋度ヲ知ラ

ントシテ余ハS6rensen「フオルモール」滴定法

（c）×7）（Formoltitration）ヲ試ミタリ．印チ前記調

製セル卵白分解「アミノ酸29ヲ400．Occノ高水

二回忌二溶解シ，0．5％溶液ヲ作り，之ノー部

20ccヲトリ含有「アミノ窒素量：ヲ「フオルモー

ル」滴定法ニヨリ測定セリ．シカル時29申ノ

「アミノ窒素量ハ0．2559ナリキ．今之ノ値ヲ「ア

ミノ酸ノ代表的ナルモノトシテ「モノアミノ酸

ノ「グリコ・ル」二換算スレバ，1．49二相當ス．

シカルニ「グリコ・ル」ハ各種「アミノ酸二丁モ

分子量少キモノナル故二實際上ノ「アミノ酸値

ハ更二大ナルモノト推察サル．今1．49二相當ス

ルモノトシテモ，余ノ調製：「アミノ酸ノ純粋度

ハ約70％（「グリコ・ル」ト見回シテノ計算）ナ

リ．從ツテ卵白ヨリ分解調製セル「アミノ酸ハ

可成リノ純粋度ノモノト云ハザルベカラズ．伺

「カゼイン」分解「アミノ酸二就テモ大罷同様ノ

成績ヲ示セリ．

 實験1）先ヅ卵白分解「アミノ酸ヲ1％肉エ

キスブイヨン」二加ヘタル場合＝於ケル「ヒスタ

ミン」産生ヲ槍セリ．培養菌株トシテハ培養液

243號ヨリ夫々20se宛ヲ四脚タリ．

 培養液243號ハ古本氏便（粘液散鼠便，疫痢獲

病後2日目）ノ粘液部ヲ30se，10％血肝片加肝

ブイヨン」二培養セルモノニシテ，同培養液中

ノ「ヒスタミン」産生度一丁：高200倍（3日目）迄

シカ作ラズ．故二「ヒスタミン」量：ハ培養液1仲

二10mgノ程度ノモノナリ．尚十三ノ爲メ食盤

水二同様「アミノ酸ヲ1％ノ割二加ヘタルモノ

ヲモ使用セリ．

 培養成績ヲ真田バ下表ノ如シ（第4表）（附圖：

第3圖参照）．

第 4 表 （附圖：第3圖参照）

培養
日射

0

1

2

3

4

5

6

8

10

12

14

15

20

PH

7．0

5．8

5．8
，

7．0

7．0

7．0

7．3

7．3

7．5

7．5

7．5

7．5

7．5

7．8

培養液
102號

10

500

 500
 1000

 seo
 1000

 1eoo

 2000

 1000

 500

比色定量

 100

PH

7．0

5．8

5．8
」

7．0

6．8

7．0

7．0

7．3

7．3

7．5

7．5

7．3

7．3

7．5

培養液
104號

vtroo

 uttoo

 1000

 500
 1000

 500
 2eoo

 ／000

 500

比色定量

 loe

 第4表中ノ培養液番號下心字ハ夫々「ヒスタミン」産

生度ヲ示ス．例ヘバ500トアルハ培養原液ノ500倍稀羅

O・4ccガ丁度盤酸ヒスタミン・」一軍位二相當スルモノト

ス。

術上記爾培養液ノ組成ヲ記述スレバ次ノ如シ．

・・2號｛1郷謙鵠観1：：

［ 36 1
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・咽矯謙ア、ノ酸llll

 而シテ参考ノ爲メ培養15日目二瀬良一横山氏

法ニョル「ヒスタミン」比色定量試験ヲ行ヒ，腸

管法ニヨル値ト爾者比較セリ．

 腸管法ニヨル「ヒスタミン」産生度推定量

   102呈虎            104號

   250mg／1 200mg／1
 横山氏比色定量法ニヨル「ヒスタミン」量

   102呈虎            104翌虎

   186mg 174．4mg
ニシテ，上ノ成績ヨリ腸管法ニヨル推定量ハ，

前者二於テハ比色定量法ノ74．4％，後者二於テ

ハ87．0％二相當シ，比色定量法ニヨル「ヒスタ

ミン」量ト大ナル誤差ナキヲ知レリ．

 之ヲ從來ノ「アミノ酸ヲ加ヘザル，且比較的

優秀ナル培養液トシテ知ラレタル牛肝二三肝ブ

イヨン」ト比較スルニ，「アミノ酸加培養液二野

テハ遙カニ大量ノ「ヒスタミン」ノ産生セラル・

ヲ認メタリ．印チ在來ノ培養液中二於テハ最高

1♂中250m9程度ナリシモ，卵白分解「アミノ酸

加培養液二二テハ最：高實二ll中1000m9（培養

10日目）EPチ培養液1cc申二lmgノ「ヒスタミ

ン」含有産生セラル・ヲ知レリ．之レ從來ノ培

養液ノ優二4倍二相當スルモノナリ．且卵白分

解「アミノ酸自身が直接「ヒスタミン」産生二關

與スルモノナル事ハ培養液104號二於テ全然肉

エキス」ヲ使用セズシテ，生理的食塵水ヲ用ヒ

タル黙二於テ明ラカナリ．

 本實験ノ結果「アミノ酸ガ「ヒスタミン」産生

二重大ナ意義ヲ有スルモノナル事ヲ知レリ．

 次＝「アミノ酸ノ濃度ニヨル影響ヲ知ラント

シテ以下同様ノ上腿（實験2，3，4及ビ5）ヲ

行ヘリ．

 實験2）卵白分解「アミノ酸ヲ使用シ，1％

肉エキスブイヨン」二夫々4％，6％，8％，

10％ノ割二巴ヘテソノ濃度ニヨル「ヒスタミン」

産生二及ボス影響ヲ比較セリ．

 「ヒスタミン」産生二關シテハ「アミノ酸含有

量が多ケレパ多イ程ソノ産生度モ之二比例シテ

高マルトハー三二想像サル・虞ナルモ，如何ナ

ル濃度が好適ナリヤ，其ノ限度ヲ知ラントシテ

上記百分率ニヨル實験ヲ行ヘリ．

 上記實験成績＝ヨル時バー般二二濃度二比例

シテソノ産生度モ高マリ，10％「アミノ酸含有

培養液二二テ最モ大ナリキ・帥チ培養第2日目

二二：高150m9／100ccノ「ヒスタミン」産生度ヲ示

セリ．i次二8％ノモノナ7？モ10％二丁シテ大差

ナキモ，6％二比シテ遙カニ優秀ナル成績ヲ示

セリ．而シテ4％二二テハ最下位ナルモ，街最

高25mg／100ccノ「ヒスタミン」産生ヲ呈セリ（第；

5表（a）及ビ附録第4圖（A）（：B）参照）．

第5表（a） 卵白分解「アミノ酸加濃度ニヨル影響

  培養菌株（古本氏便液膿培養ニテ3代目ノモノ）

培養液
番 號

11ユ號

112號

113號

114號

アミノ
酸濃度

40／0

60／0

80／o

loo／．

0日

10

10

10

10

1日

200

1000

2000

2000

2日

1000

， leoo

2000

3日

500

10eo

2000

3000 1 2000

4日

500

10eo

1000

2000

5日

seo

500

10eo

leoo

6日

1000

1000

2000

2000

8日

500

1000

100e

2000

第5田中ノ数字ハ培養液ノ稀羅倍数ヲ示ス．部チ2000トアルハ培

養液2000倍液0・4ccガ軍位「ヒスタミン」二相當スルモノナリ．之

レ培養液100cc中二100mgノ「ヒスタミン」含量ナリ．

 樹培養期間中ノ培養液ノPHノ移動二關ジテ

ハ第5表（b）二示セル如ク，10％ノモノニ於テ

最モ酸性二移行シ，4％ノモノニ於テハ始メヨ

リ全然酸産生ヲ呈セズ，培養第3日目ヨリ却ツ

［ 37 ］
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テ潜思二「アルカリ側二移行セルラ知レリ．印

チー般戸最：初3～4日目頃迄バー旦酸性側＃移

行スルモ5日目以後早キハ3日目頃ヨリ「アル

カリ」性側二移行スルモノノ如シ（第5表（b））．

第5表（b） PH：ノ攣化
培養液
番 號

111號

112號

113號

114號

アミノ
酸濃度

40／0

60／o

se／o

IOo／．

0日

6．0

6．3

6．0

6．5

1日

i

6．0

6．0

5．8

5．8

2日

6．0

5．5

5．8

5．8

3日

6．5

6．3

6．0

5．5

4日

6．8

6．5

6．3

6．0

5日

7．oN

6．8

6．5

6．5

6日

7．3

6．8

6．5

6．8

8日

7．5

7．3

7．0

6．8

實験3）本實験ハ更二濃厚ナル「アミノ酸ヲ

使用シテソノ影響ヲ見ントセシモノニシテ，

「アミノ酸トシテハ旧記方法ニヨッテ心内ペプ

トン」ヨリ調製：セルモノヲ用ヒ2％，10％，30

％二二テ比較セリ．本實験二於ケル使用菌トシ

テハ森下氏糞便培養液（大腸菌ノミ認i明サル））ヲ

50se宛植エタリ．因二本菌・・「ヒスタミン」『産

生二二シテ多カラザリシモノニシテ，從ツテ三

内ペプトン」分解アミノ鳥山影響ニヨル「ヒスタ

ミン：」産生度モ前實駿二比シテ：甚ダ僅少ナリキ．

然シ乍ラ濃度ニヨル比較成績ヲ之ニヨツテ見ル

ニ2％二於テハ勿論僅微ニシテ殆ンド産生ヲ見

ザル程ナルモ，10％，30％二於テハ夫々「ヒス

タミン」ノ産生ヲ認メ，而シテ爾者二三ケル量

的差異ハ殆ンド呈セザリキ（第6表（a）及ビ附三

二5圖参照）．

第6表（a）照内ペプトン」分解

「アミノ酸加濃渡ニヨル影響

 三雲4）本實験二於テハ卵白分解「アミノ酸

ヲ使用シ，培養菌株トシテハ中村氏糞便培養液

（培養液番號313號）ヨリ20se宛ヲ植回申リ．

因二本菌モ槍索ノ結果大腸菌以外ノ菌ヲ讃明シ

得ザリシモノナリ．

 上記成績ハ大禮第7表ノ通り，10％，20％，

30％トニ於テ大差ヲ島田ザリキ（第7表（a）及ビ

附圖第6圖参κ1｛）．

 ！ll・］N本誌験二於テハ培養液ハ最初酸産生甚ダ著

明ニシテ，從ツテ毎日實験前PHヲ測定シ，酸

性度彊キモノハ適宜表記ノ如ク：Na2CO3ニテ中

和セリ（第7表（b）参照）．

培養液
番 號

アミノ
酸濃度 0日 1日 2日

3日 6日 8日 10日

第7表（a）濃厚「アミノ酸加濃度

     ニヨル影響

培i養液アミノ
ﾔ 號 酸濃度

0日 1日

l
2日 4日 6日

314號 10％ 一 州 ± 十

14蠣
145號

146號

20／o

loo／0

300／e

±

十

±

十十

十

十

十

十

十

十

±

十

十

第；6表（b） 同上培養液：PHノ攣化

培養液
ﾔ 號

アミノ

_濃度

 1
O日 1日 2日 3日 6日 8日 10日

144號

P45號

P46號

2％

P0％

R0％

6．5

U．5

U．5

6．5

U．5

U．5

6．5

U．5

U．5

7．5

V．0

U．8

7．0

V．2

U．8

7．0

V．2

U．5

7．0

V．0

U．5

315號 20％  一  十  督  →十  十
316號   30％   一    十    十十    十十    十

第7表（b）同上培養液PHノ攣化

培養液
番 號

314號

315號

316號

アミ ノ

酸濃度

100／o

200／o

300／．

0日

6．5

6．5

6．5

1日

4．5
e

6．8

4．0
・

6．8

3．8
」

6．8

2日

6．0
；

6．8

5．5
，

6．8

5．0
・

6．8

4日

7．0

6．0

5．5

6日

7．0

6．5

6．0

［ 38 ）
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 三二5）：更二：余ハ小豆分：解「アミノ酸ヲ使用

シテ該「アミノ酸ノ濃度ニヨル比較試験ラ行ヘ

リ．本門験二野テハ酸産生著シク，爲＝・10％以

上加ヘタルモノニテハ培養48時二目＝ Ut ・＝菌ノ

死滅セルラ認メ，從ツテ「ヒスタミン」産生モ二

野ダ不成績ナリキ．

 133號即チ30％二加ヘタルモノニ於テハ實二

5回モ繰り返シ（菌が死滅セルラ以ツテ）植工更

ヘシモ途二「ヒスタミン」ノ産生ヲ見ズ．132號

（20％）二於テハ5回ノ菌移植ニヨリテ漸ク輕度

ノ産生ヲ見，131號（10％）二於テハ3回増養後

始メテ可成リ「ヒスタミン」ノ産生（培養液100cc

中10mg）ヲ認メタリ．

 而シテ本實験二於テハ2．％ノモノ最モ好成績

ヲ呈シタリ．帥チ只1回ノ菌移植ノミニテ最後

迄培養液申ノ菌二死滅ヲ呈セズ，且「ヒスタミ

ン」産生度モ最高100cc中25m9ヲ生物リ（第8
表（a）及（b）参照）．

第8表（a） 小豆分解「アミノ酸加濃度ニヨル影響

培養菌：古本氏便液謹培養4代目ノモノヨリ76se植エタリ．

培養液
番 號

エ3C號

131號

132號

133號

濃度

20／o

leo／，

200／，

3CO／o

0日
12
  ］日時間i

10

10

2日

二菌
回培
目養

3日

100

4日

500

三菌
回培
目養

5日

500

100

10

10

6日

seo

100

四菌
六六
目養

7日

／

IOO

10

8日

500

200

五菌
六六
目養i

9日

／

100

10

10

  e

11日13日
  E

100

1eo

17日 20日
』5日

loo 1 seo

leo 1200 i loo I leo

  10 i 10 i 一一

 菌 死 十

階8表（b） 同上培養液PHノ攣化

瞬
130號

131號

132號

133號

濃度

20／o

loo／．

200／．

300／，

 112
0日  時間

6．5

6．5

6．5

6．5

4．O

J
6．0

4．3

6．5

4．5

i
6．0

4．5
・

6．0

1日

5．8
・

6．5

4．0
，

6．5

4．5
，

6．5

4．5
，

6．5

2日

7．0

回
目

菌
培
養

3日「4日

7．0

6．0

4．O

t

6．0

4．5
・

6．0

7．5

回
目

菌
培
養

5日 6日

7．Oi7．3

6．0

4．8
・

6．0

4．O

i

6．0

6．0

四
回
目

菌
培
養

，日「8日

／

6．0

5．0
・

6．0

4．5
；

7．0

7．2

6．0

五
回

忌
菌
培
養

9日

一

／

5．8

5．8

6．5

11日

7．5

4．5
，

6．5

5．0
・1

6．0

4．5
，

7．0

13日

7．5

6．0

5．5

／

17日

7．」r

5．5

s．e
，

6．8

／

20日

7．5

6．0

5．8

／

25日

7．5

6．5

5．5

／

   第3節 糖添加ニヨル影響二就テ

 細菌ノ護育二封シテハ「ペプトン」ト同様二各

種糖類モ亦重要ナル意義ヲ有スルモノナル事ハ

周知ノ事實ナリ．從ツテ之が培養液添加ニヨル

「ヒスタミン」産生二及ボス影響ヲ知ラントスル

事ハ叉甚ダ興味アルトコロナリ．

 實験イ）糖添加ノ影響ヲ知ラントシテ先ヅ試

ミニ培養液二葡萄糖2％ノ割二丁ヘタリ．然ル

時ハ驚クベキ事＝ハ菌ノ増殖ヲ見ズ，培養液ヨ

り培養ヲ試ムルニ全然菌ノ下生ヲ見ズ，短時聞

内二死滅スルコトヲ知り得タリ．培養液トシテ

ハ次ノ組成ノモノヲ用ヒタリ．

嚥1翻三
脚轡ア・ノ酸

40cc

10cc

 ユ9

40cc

10cc

 lg

t 39 ］
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 102號，104號ハ四一ニシテ前者ハ101號，後

者ハ103號中夫々糖ノ加ハラザルモノナリ・

 上記培養液中出ヲ2％ノ割二加ヘタル101號

及ビ103號トニ於テハ培養2日目二10seヲト

リ普通雫板上天培養基二一エシニ，第3日目全

然「コロ ・・一」ヲ応仁ズ．依ツテ酸産生張烈ナル

爲二死滅セルモノト思惟サル．印チ2％ノ割二

葡萄糖ヲ加ヘタルモノニ於テハ全然「ヒスタミ

ン」ノ産生ヲ見ズ，却ツテ障害トナル檬ナリ．叉

表申102號，104號ハ前掲ノモノデ，葡萄糖ヲ加ヘ

ザル卵白分解「アミノ酸加培養液ニシテ，之ト

比較スルトキハ明ラカ＝糖ノ2％添加が不適ナ

ルヲ1知ル．

 使用菌種ハ古本氏糞便戦戦片加肝ブイヨン」

培養液：ヨリ夫々20se宛ヲ植エタリ．

 實験成績ハ第9表ノ如シ．

添加ガ「ヒスタミン」産生二有効ナルヲ知レリ．

EPチ封照二比シテ約2倍量ノ「ヒスタミン」産生

度ヲ呈セリ（第10表（a）及ビ（b）参照）．

 使用菌株トシテハ竹田氏糞便培養液2代目ヨ

リ70se宛ヲ植エタリ．該糞便申ヨリハ駒込A

菌及ビ大腸菌ヲ謹明セリ．

 伺培養液：トシテハ1％肉エキスブ■ヨン」200

cc二5％ノ割二卵白分解「アミノ酸ヲ加ヘタル

モノヲ使用セリ．

第；10表（a） 0．2％葡；萄糖添加ニヨル影響

培養液
番 號

186號

189號

葡萄糖
濃 度

 o

o．20／o

0日 1日 2日 3日 4日 5日

200

T00

200

T00

200

T00

200

T00

2CO

Q00

第10表（b）同上培養液ノPHノ攣化
第9表（a） 2％葡萄糖添加ニヨル影響

二丁二番 號 穰攣・日 1日 2日 3日 4日 5日

101號

P02號

P03號

P04號

2％  一

Z  一

Q％ 一
Z  一

一10＝ 一500－500 一500－500 一1000剛1000

 一

T00

第9表（b） 同上培養液ノPHノ攣化

培養液
ﾔ 號
葡萄糖
Z 度
0日 1日 2日 3日 4日 5日

186號

P89號

 0

O・2％

6．0

U．0

6．0

R．0

U！。

6．0

U．o

6．0

U．0

6．3

U．0

6．5

U．5

培養液
番 號

101號

102號

ユ03號

104號

覆萄欝・日

20／o

o

20／o

o

7．0

7．0

7．0

7．0

1日

4．O

J

6．0

5．8

4．0
・

6．0

5．8

2日

410

7rO

5．8

i
7．0

4．0
，

7．0

5．8
・

7．0

3日

4．5
，

6．5

7．0

6．O

i
6．5

6．8

 實験ロ）以上ノ成績ヨリ糖添加濃度ヲ極ク稀

薄ナモノトシテ0・2％ノ割ニナシ，之ヲ加ヘザ

ルモノト比較セリ．シカル時ハ明ラカニ0・2％

 本出面ロ）二依ツテ糖添加が確カニ「ススタ

ミン」産生＝有意義ナルモノト知レルモ，シカ

ラバ果シテ如何ナル濃度二糖ヲ添加セバ培養液

申ノ「ヒスタミン」産生が最：モ大トナルヤ，帥チ

好適濃度（Optimale Konzentration）ヲ知ラント

シテ更二i次ノ實験ヲ行ヘリ．

 實丸幅）本實験二於テハ葡萄糖ヲ0．2，0．4，

0．6，0．8％ノ4通りトシテ，之ヲ2％「カゼイン」

分：解「アミノ酸加1％肉エキスブイヨン」100cc

回忌ヘテ，各濃度二於ケル「ヒスタミン」産生度

ヲ比較命索セリ．樹使用菌株トシテハ古本氏糞

便培養4代目培養液（培養液縞織113號）ヨリ夫

々100se宛植エタリ．直心成績ハ第11表（a）

ノ如シ．

［ 4Q ］
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第11表（a） 各種濃度ノ糖添加ニョル影響（其ノ1）

培i養液

番 號

115號

116號

117號

118號

119號

葡萄糖
濃 度

。．so／，

e．60／o

o．40／o

o．20／o

o

0日

±

±

±

±

±

1日

50

50

50

1eo

50

2日

25

200

500

seo

500

3日

 10

500

seo

1000

1000

4日

 10

500

500

1000

500

5日

 10

500

500

1eeo

1000

7日

10

500

500

500

seo

10日

IO

20e

500

500

500

13日・

10

2eo

500

500

500

17日

10

500

500

500

500

22日

IO

500

500

500

500

 該表nヨレバ糖添加0．2％ガ最モ優秀ニシテ，

0．4％ト樹照トシテ糖ヲ加ヘザルモノトハ殆ン

ド差異ナク，0．6％及ビ0．8％二至リテハ「ヒスタ

ミン」産生量却ツテi封焔ヨリモ勘キ結果ヲ呈セ

リ．（附圖3第7圖A，B及ビC参照）

 術PHノ移動＝＝關シテ丹青濃度大ナル程培養

液ノPHが低クナリ，印チ細菌ニヨル酸産生度
：大ナルヲ知レリ（第11i表i（b）参∫照）．

第11表（b） 同上培養液ノPHノ七化

培養液
番 號

115號

116號

1、17號
庭

118號

119號

葡萄糖
濃 度

。．so／．

o．60／，

o．40／，

o．20／，

 o

0日

6．0

6．0

6．0

6．0

6．0

1日

3．O

1

5．5

3．5

1

5．5

4．5
i
5．5

5．5

5．5

2日

5一．」r

5．5

5．8

6．0

6．5

3日

5．3

5．5

5．8

6．0

7．0

4日

5．0

5．5

6．0

6．5

7．0

5日

5．5

6．0

6．0

6．8

7．5

7日

6．3

6．3

6．5

7．0

7．5

10日

7．0

6．8

7．0

7．3

7．5

13日

7．0

6．8

7．0

7．3

7．5

17日

7．0

7．0

7．0

7．5

7．5

22日

7．3

7．0

7．0

7．5

7．5

 實験二）更二同様ノ實験ヲ行ヘリ．培養液ト

シテハ「カゼイン分解アミノ酸ヲ2％ノ割二加

ヘタル生理的食盤水50cc宛トシ，培養菌株ト

シテハ古本氏便液罷i培養2代目ノモノヨリ夫々

50se宛ヲ植エタリ．

 本實験ニヨルニ0．2％ガ最モ良好ニシテ，滴

下0．4％ナリ，0．6％ト劃照トハ殆ンド大差ナカ

リキ（第12表参照）．

 此ノ爾實験成績ヨリ見ルニ，糖添加好適濃度

ハ0．2～0．4％程度ニシテ，0．5％以上ナル時ハ反

封二「ヒスタミン」産生度ヲ障碍スルモノナラン

ト思考サル．

第12表（a） 各種濃度ノ糖添加ニヨル影響（其ノ2）

薯養劉灘 0日 1日 2日 3日 4日
匹5日
6日 9日 12日

＿ ＿ 一 一  一 一

106號 0．6％
一 一

10 10 10 10 10 ± ±

107號 0．4％
一 一

10 10 10 10 10 10 ±

108號 0．2％
一 一

100 100 500 500 500 500 500

109號 0
轍 陶

10
一 ± 士 10 士 士

［ 41 ］
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第12表（b） 同上培養液ノPHノ攣化

培養液
ﾔ 號

葡萄糖
Z 度

0日 1日 2日 3日 4日 5日 6日 9日 12日

4．0

エ06號 0．6％ 7．0 ↓ 6．5 7．3 7．0 7．5 7．2 7．2 7．5

7．0

5．0

107號 0．4％ 7．0 ↓ 7．3 7．5 7．3 7．5 8．0 7．8 7．8

7．0

5．5

108號 0．2％ 7．0 ↓ 7．0 7．5 7．0 7．3 7．5 7．5 7．5

7．0

109號 0 7．0 7．0 7．0 7．0 7．0 7．5 7．3 7．3 7．5

’

 實験ホ）本實験二於テハ葡萄糖以外ノ糖トシ

テ，乳糖及ビ果糖ノ影響ヲ知ラントシテ下記ノ

如ク行ヘリ．使用菌トシテハ中村氏糞便培養液

50se宛植エタリ．因二同培養液申ニハ大腸菌

ノミヲ雪明シ得タリ．從ツテ「ヒスタミン」産生

度勘カリシモ大凡ノ比較ヲナスヲ得タリ．實験

成績ニヨル・・（第13表（a）及ビ附圖第8圖参照）

乳糖添加ハ何レノ濃度ニヨルモノモ封1照トシテ

之ヲ加ヘザルモノニ比シテ産生度悪シク，且菌

ノ繁殖モ妨ゲラレタルモ，果糖添加一口ルモノ

ハ0．2％，0．4％ノ爾者二於テ幾分樹照二比シテ

「ヒスタミン」産生度良好ナルモノノ如キ結果ヲ

示セリ．

 術爾者何レノ場合モ糖添加培養液ハ酸産生大

ニシテ培養第2日目ノ菌検査＝ヨレバ，劃照ト

0．2％乳糖加培養液中ノミニ菌ヲ誰明シ得タル

外，他ノ培養液申ニチハ移植セル菌死滅シ全ク

ノ無菌歌態ヲ呈セリ．依ツテ早速第2回目菌培

養ヲ行ヘルニ，培養後3日目ニシテEgE ＝O．6％

ノ培養液二於テハ何レニモ同様菌ノ溝滅セルラ

見タリ．

 PHハ表記（第13表（b♪：参照）セル如ク，濃度

二比例シテ酸性側鎖移行スルコト大＝シテ，細

菌ノ死滅ハ全ク培地ノ強酸性ニヨ7Lモノナラ

ン．

第；13表（a） 乳糖及ビ果糖添加ニヨル影響

培養液
番 號

306號

307號

308號

309號

310號

311號

312號

糖種類i濃度

／ o

孚L糖iO・2％
同上；o・4％

同 上iO・6％

果 糖：0・2％

同 上，0・4％

同上io．6％

0日 2日

十

一ト

菌梅索

生

生

死

死

死

死

死

3日

笙

面
目

菌
培
養

4日

十

十

±

十十

十

6日

十

十

±

±

十

十

7 日
菌楡学

生

生

生

死

生

生

死

［ 4Z ）
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第13表（b） 同上培養液ノPH：ノ攣化

培養液
番 號

306號

307號

308號

309號

310號

311號

312號

糖種類i濃 度

／ o

乳糖iO．2％
同上io・4％
同上i・・6％

果糖io・2％
同 上iO・4％

同 上…0．6％

0日

6．5

6，5

6．5

6－5

6．5

6．5璽

6．5

2 日

6．0．6．8

4．0一＞6．8

3．5一一6．8

3．0一，6．8

4．0一．6．8

3．一一．一5．8

3．O一ナ6．8

3日

笙

面
目

菌
培
養

4日

7．0

7．0．

6．5

4．0

7．0

6．5

4．0

6日

7．0

7．0

6．5

3．0

7．3

6．5

3．5

第3章総括及ビ考按

 諸種細菌ノ獲育増殖二關シ，叉ソレが産生ス

ル出陳代謝産物ハ培養條件ノ如何ニョリテ著シ

キ差異ヲ示スハ當然考ヘラル・虞ナリ．從ッテ

細菌口口ル「ヒスタミン」産生モ亦各種培養條件

ノ如何＝依り，ソノ産生度二相違ヲ來スコトハ

想像二心カラズ．

 余ハ23培養條件ヲi選揮スルニ當リ，吾人ノ

腸管内ノ歌態ヲ考慮一入レテ，培養液ノ如何ナ

ル組成ガ「ヒスタミン」産生四這モ重要ナルヤニ

就テ實験ヲ行へIJ．帥チ

 第1）「ペプトン」

 第2）各種：「アミノ酸

 第3）各種糖

等二就キ之等物質ヲ培養液二加ヘル事ニヨリ

テ，細菌ノ「ヒスタミン」産生度二封シ如何ナル

影響ヲ及ボスヤヲ一山セリ． n

 先ヅ第1二「ペプトン」ノ影響二就テ述べン．

「ペプトン」ハ當教室高橋茂三郎三士ノ調製セル

モノヲ用ヒタリ．該「ペプトン」ハ「カゼイン」及

ビ卵白ヲ塵酸酸1生ノ下＝「ペプシン」ニテ分解セ

ルモノ＝シテ純輝ナルモノナリ．カ、ルモノヲ

1％ノ肉エキスブイヨン」＝1乃至3％ノ割二

加ヘタルモノ僅カニ「ヒスタミン」産生度大ナル

ヲ認メタリ．然シ乍ラ1％ト3％トノ暗者二於

ケル差異八殆ンド四脚ラレザリキ．

 ：更＝「ペプトン」ノ種類ニヨル影響ヲ知ラント

シテ從來ヨリ使用サレテヰルWitte一 Pepton及ビ

三内ペプトン」ヲ用ヒテ同様實験ヲ行ヒシニ，

本實験二一テモ前者≦同様二之等「ペプトン」加

培養液二於テハ謝照二比シテ純一乍ラモ「ヒス

タミン」産生サル・ヲ認メタルモ其画師多カラ

ズ．而シテ爾者二於テハ照内「ペプトン」ガwitte

－Pepton二比シテヤ・優iル如キ結果ヲ呈セリ．

街本實験二品テモ濃度ニヨル差異ハ認諾ラレザ

リキ．

 因二培養菌株トシテハ何レモ疫痢様症欣ヲ呈

セル患者ノ糞便ヲ直接培養セル牛肝片丘肝ブイ

ヨン」ニテ相當量ノ「ヒスタミン」産生ヲ二曲シ

モ／ヲ用ヒタリ．

 和田氏（8）ノ細菌ノ「ヒスタミン」産生二及ボス

「ペプトン」ノ影響二關スル研究ニヨレバ，細菌

ノ「ヒスタミン」産生最：モ著明ナリト考ヘラル・

高高ノモトニ，各種「ペプトン」二就テ實験ヲ行

ヒWitte－Peptonガ最モ「ヒスタミン」産生大ニ

シテ，且該「ペプトン」ノ濃度ノ影響トシテ3％

ノ場合が最モ多ク，2％之二亜ギ，1％ハ前二

者濃度ノモノヨリ更二劣レルコトヲ報告セリ．

 醗ツテ今余ノ實験成績ヨリ考察スルニ，細細

菌ノ護育二必要ナリト考ヘラル・「ペプトン」ヲ

培養液二添加スル事ニヨリテ，豫期セル如ク大

量ノ「ヒスタミン」産生ヲ見ザリキ．之レ劃照培

養液トシテ牛二二二丁ブイヨン」ヲ使用セザリ

シニヨルハ勿論ナランモ，本寳験ニヨリテ「ペ

プトン」添加が直接「ヒスタミン」産生二重大ナ

［ 43 ］
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ル意義ヲ有スルモノトハ思ハレ・ザル虞ナリ．

 i次二「アミノ酸ノ’「ヒスタミン」産生二及ボス

影響二就テ述べン．

 添加「アミノ酸ハ自身調製ノモノ，印チ卵白，

「カゼイン」，町内ペプトン」，小豆等ヲ牛膵臓

：或ハ「パンクVアチン」ニテ分解セルモノヲ用ヒ

タリ．樹之等調製「アミノ酸混合物二就キソノ

「アミノ酸ノ含有濃度ヲ知ラントシテS6rensen－

sche Formoltitration（ゼーレ・ンゼン氏「フオルモ

e…一挙H定法）ヲ行ヒテソノ含有窒素量ヲ測定セ

シニ，1009中12．759ニシテ，之ヲ「グリコ・

ル」ノ窒素量トシテ換算スル時旧約70％ノ「アミ

ノ酸が含有セラル・事トナル．

 全等各種「アミノ酸ヲ培養液1％肉エキスブ

イヨン」二加ヘタル時ハ「ヒスタミン」産生甚ダ

良好＝：シテ戸締ノ培養液二見ザル産生値ヲ呈セ

リ．帥チ短時日ニシテ培養液100cc中最高100

～150mgノ「ヒスタミン」値ヲ得タリ．

 然シ乍ラ小豆分解「アミノ酸加培養液ノ「ヒス

タミン」産隼度ハ不良ナリキ．其ノ理由ハ本「ア

ミノ酸製法ニヨリテ小豆中ノ澱粉が糖化il・V多

量ノ糖分ノ産生セラル、ニヨルモノナラン．既

知ノ如ク「パンクレアチン」ノ性質ハ蛋白質ヲ消

化シ，澱粉ヲ糖化スル作用アリ．即チ本鳶口膵

ノ酵素ヲ含有シ「トリプシン」（Trypsh）），「ミオ

プシン」（MyQpsin）ノ爲二中性或ハ弱アルカリ

性（Optimale PHハ7・7～9・1）ニテi蛋白質ヲ「ペ

プトン化シテ溶：解シ，「アミラ「ゼ」（Amyla等e）

（Op． PH 6．8）ノ爲二澱粉糖化ノ作用ヲ現ハシ，

叉「リパt一”一ぜ」（：Lipase）（OP． PH 8～9）ノ爲二

脂肪，「レシチン」ヲ分解スル機能ヲ有ス（9）．

 從ツテ余ノ調製セル小豆分解「アミノ押捲ニ

ハ必ズヤアル程度ノ糖ヲ含有シ，恰モ糖添加ノ

場合ト同一欣態トナリシモノニシテ，之ハ培養

液ノ強酸性ラ呈シ中和スルモ次々二：PH酸性側

二移行スル鮎ヨリモ明瞭ナル事實ナリ．而シテ

高度ノ酸生成が菌ノ磯育ヲ阻害スルコトハ後述

ノ實駿成績ヨリ閣下ナリトス．

 帥チー般二「アミノ酸ヲ培養基二加ヘル事ハ

細菌ノ「ヒスタミン」産生ヲ増大セシムル事ハ確

實ニシテ，唯小豆ノ如キモノヨリ調製セル「ア

ミノ酸二郷テハ同時二多量ノ糖ヲモ含ミ，爲＝

試験管内二於テハ「ヒズダミン」産生ヲ妨ゲラル

ル結果トナルモノト思考サル．

 次馬之等「アミノ酸ノ濃度ニヨル影響ナルガ，

2％， 4％， 6％， 8％， 10％，20％，30％ト

種々ノ濃度二於テ之ヲ比較セル＝10％前後ガ

，「ヒスタミン」産生量最モ大呼シテ，培養液100

cc中二最高150m9ノ「ヒスタミン」産生量ヲ示

セリ．而シテ10％以上ノ濃度ノ毛ノニ於テハソ

ノ産生度＝大差ヲ生ゼザリキ．

 抑々細菌ニヨル「アミノ酸分解二戸リ，分解

産物ハ同一菌種乃至菌株ニョリテモ必ズシモ常

二同一二非ズシテプ諸種要約＝ヨリテ異ル明目

想像二難ヵラザル所ニシテ，既二雫井教授及ビ

佐々木博士ハ同一菌株ニチモ培地及ビ作用興研

ノ異ル時ハ，ソノ分解産物モ亦異ナル事ヲ述べ

ラレタリ（10）一（16）．

 余金蔓等各種分解産物申專ラ「アミノ酸分解

ニヨル「ヒスタミン」ノ産：生二關シテノミ槍i素シ

實験ヲ行ヘリ．

 Hanke u． K：oessler（17）氏等ハ大腸菌ノ「ヒスタ

ミン」産生能力二選ボス「アミノ酸ノ影響二郷テ

詳細ナル實験ヲ行ヒ，：Leucip， AlallhY， Argin｛n，

Glycinヲ培地二添加スル時ハ「ビスタミン」産生

二封シ大腸菌下馬二塁ノ能力ヲ増大シ，Cystin，

Glutaminsaure， Tryptophan『ヲ添加セル培地二於

テハ却ツテ減弱シ，Tyrosin加培；三二於テハ何

等ノ影響ヲモ與ヘザル事ヲ報告セリ．

 余ハ斯クノ如キ各種「アミノ酸ヲ使用セズシ

テ直接卵白，小豆等ノ蛋白ヲ分解シテ作レル

「アミノ酸混合物ヲ實験三子セシバ，導入ノ腸

管内ノ歌態ヲ考慮シタルモノニシテ，腸管内蛋

白分解産物トシテノ「アミノ酸が各種ノ細菌ニ

ヨリテ如何ナル影響ヲi蒙ルヤ，而シテ之等「ア

ミノ酸ガ「ヒスタミン」産生二重大ナ原因的關係

ヲ有スルモノナラズヤ，若シ然リトセバi疫痢平

戸歌野生機轄二關シ之等腸内細菌ノ「アミノ酸

分解ニヨル「ヒスタミン」ガ重大ナ役割ヲ演ズル

モノナラントハ容易二想像サル・所ナリ．此ノ

［ 44 ］



細菌ノ「ヒスタミン」産生二瀾スル各種條件ノ實験的研究 1649

推察ノモトニ行ヘル余ノ實験ハ這般ノ關係ヲー

部立謹シ得タルモノト信ズ．

 最後二糖添加ノ影響二半シテ述べン．

 一般二含水炭素殊二糖類が細菌ノ護育二著シ

ク有利野師作用スル事由周知ノ事ナルモ，培養

液ノ「ヒズタミン」産生二關シテ如何ナル影響ヲ

及ボスヤパ未ダ鮮明ノ域心機セズ．培養液ノ

「ヒスタミン」塵生二關シテ，窒素及ビ含水炭素

ノ必要訣ク可カラザルモノナル事ハ既二Hanke

u．Koessler（17）（19）氏等ノ報告セル所ニシテ，若

シ培養液中二窒素が存セザレバ「ヒスチヂン」ハ

攣舟場ザル三縄ハ「アミド基ノ分解作用ヲ起シ，

又含永炭素が含÷レザル時期「イミダツ」t・・一ル

i環（lmidazolring）ガ破壌セルが爲二「ヒスタミ

ン」ヲ産生シ得ザルナリトセリ．

 叉Kendall and Schτnitt（19＞爾氏モ「ヒスタミ

ン」産生＝關スル研究曽於テ「ヒスタミン」産生

ハ含水炭素一？存在スル時ノミ行バレルモノニシ

テ，ソノ理由ハ炭水化物カラ先ヅドアミノー酸ノ

炭酸基脱ヲ・ナズCarboxylaseガ恐ラク作ラル・

ニヨルモノナラント述べタリ．

 更二本邦二於テハ和田氏（8）ガ之二關スル詳細

ナ研究ヲナシ．氏ハ培養液トシテ肝片加「ブイ

ヨン」ヲ使用シ，細菌ノ「ヒスタミン」産生二三

ボス葡萄糖ノ影響ヲ槍シ次ノ如キ結論ヲ報告せ

り．葡萄糖ハ細菌ノ「ヒスタミン」産生二封シ常

二同一態度ヲ示サズ．或ル菌株ニハ好影響ヲ及

ボサザレ共，他ノ或ル菌株ニハ好影響．ヲ及ボス

事ヲ知ル．而シテ「ヒスタミン」産生ヲ促進スル

糖ノ濃度ハ0．5％最好適ナリト．

 從ツテ余ハ試ミニ培養液トシテハ1％肉エキ

スブイヨン」＝2％卵白分解「アミノ酸ヲ加ヘタ

ルモノ及ビ生理的食塵水飼同様「アミノ酸ヲ加

ヘタル2種ノ毛ノニ夫々2．％ノ割二葡萄糖ヲ添

加シテ「ヒスタミン」産生ヲ槍索セリ．．

 二野成績トシテハ既二前述セル如クニ，培地一

ノ強酸性ニナルヲ認メタルト同時二培養セル菌

（培養後48時聞槍査）ノ死滅セルラ認メタリ．且

培養液中ニハ全然「ヒスタミン」ノ産生ヲ認メザ

リキ．之レ細菌が選揮的二先ヅ糖ヲ分解スルモ

ノナルゴトヲ示スモノニシテ，ソノ結果多量ノ

酸ヲ生ジ爲二死滅スルモノナランー■

 コノ豊岡成績ニヨリ新訂糖ノ濃度ヲ稀薄ニシ

テ0．2％二陣ヘタリ．然ル時日之ヲ加ヘザル封

照二比シテ約倍量ノ「ヒスタミン」産生度ヲ呈セ

リ（第10表参照）． 、    ’

 91 ；糖ノ如何ナル濃度が好適ナリヤヲ知ラン

トシテ各種濃度（0．2，0．4，0．6，0．8％）二死デ比

較脊索セリ．其ノ結果＃糠レパ，0。2％ガ最モ

優秀ニシテ，0．4％切封照トシテ糖ヲ加ヘザル

モノト殆．ンド差異ナク，0．6ト0．8％ト＝至りテ

ハ「ヒスタミン」産生量却ツテ調照ヨリモ勘ナカ

リキ．       J            ．

 糖添加ニヨル培地ノPHハ何レモ培養歎時聞

後ヨリ糖分解ニヨル酸産生ノ爲二強酸性二移行

シ，下降早早糖添加ノ濃度二比例ス．故＝實下

中「ヒスタミン」産生ヲ目的ト気ルトキハ縄エズ

1）Hヲ測定シツ・適宜：中和シテ，培：地ノPHヲ

シテ細菌ノ獲育二好適ナラシムベク之ヲPH 6．5

～6．8前後二調節セリ．

 之レヲ要スル＝in Vitro二於テ多量ノ糖附

加ガrヒスタミン」産生二封シ阻止擦目作用スル

ハ菌ソレ自身が糖分解同ヨツテ産生スル有機酸

ニヨツテ自家中毒ヲ來ス爲メニシテ，一若シ此ノ

酸が刻々平和セラル・トセバ其ノ歌警世ラ異ル

モノ有ル可ク，糖ノ存在ニヨツテ細菌ノ嚢堅甲

良ナル黙ヨリ考ヘテ，其ノ毒素産生モ多量ノ糖

ノ存在ニヨツテ速進サル、コト推察セラル・虞

ナリ．醗ツテ生ue ＝＝就イテ考フル掛声腸管内二

於テハ菌ノ予研ニヨツテ糖分ヨリ多量ノ酸産生

セラル、トモ，腸液其他ノ分泌液ニヨツテ刻々

中和セヲル・モノト考フ可ク，從ツテin Vitro

ノ成績ト口早ルモノ有ル可ク，「ヒスタミツ」産

生二封シテハ却ツテ多量ノ糖ノ存在ヲ可トスル

＝ハ非ラザルヤヲ推察セシムル所ナリ．世俗二

紹含有ノ菓子ヲ食スルコト＝ヨツテ屡々疫痢様

症1伏ヲ呈スルコト有りト云ハル・モ叉以上成績

ヨリ荘司考ヘテ興味アル事ナリト信ゼラル．

 樹其後ノ試験成績二gルニ三内氏ペプトン」

ハ名ハ「ペプトン」ト云フモ種々試験ノ結果ヨリ

（ 45 ）
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見テ，「アミノ醸ヲ相當二二含有スルモノ・如

ク，從ツテ此ノモノハ純粋ナル「ペプトン」トハ

ナシ得ザルヲ知レリ．

第4章  結

培養液中ノ「ヒスタミン」産生二關シ，．吾入ノ

腸管内ノ1伏況ヲ考慮シテ，普通ブイヨン」二各

種「ペプトン」，「アミノ酸及ビ糖類ヲ添加シ，

以ツテ之等添加物質ガ「ヒスタミン」産生二如何

ナル意義ヲ有スルモノナリヤヲ研究セリ．国二

培養菌トシテハ患者糞便直接培養液（主トシテ

赤痢異型菌及ビ大腸菌ヲ詮明）＝テ「ヒスタミ

ン」産生相呼量ナリシモノヲ植硬岩リ．

 1） 「ペプトン」ノ影響：

 「ペプトン」トシテハ「カゼイン」，卵白等ヲ塵

酸酸1生ノ下＝「ペプシン」ニテ分解セル純粋ナル

モノヲ使用シタリ．カ・ルモノヲ1％ノ肉エキ

スブイヨン」＝1～3％二加ヘタルモノニ於テ

ハ，僅カニ「ヒスタミン」産生度大ナルヲ認メタ

リ．然シ乍ラ1％ト3％トノ堅果二世ケル差異

ハ殆ンド認メラレザリキ．

 2）「アミノ酸ノ影響：

 「アミノ酸ハ卵白，「カゼイン」，小豆，照内

ペプトン」等ヲ牛膵臓或ハ「パンクレアチン」ニ

テ分解セルモノヲ用ヒタリ．

 一般二之等「アミノ酸添加ハ著シク「ヒスタミ

ン」産生ヲ増大セシメタリ．帥チ最高實二培養

液100cc中二150mgノ「ヒスタミン」産生量ヲ

論

見タリ・之一瞬來ノ培養液：（最高・IOOcc中『25m9

程度）二比シテ偉大ナル「ヒスタミン」量ナルベ

シ．而シテ好適濃度ハ10％前後が好成績ヲ示シ

タリ．

 3）糖添加ノ影響：

添加糖トシテハ主トシテ葡萄糖ヲ用ヒ，樹一

三相ハ乳糖及ビ果糖ヲ使用セリ．而シテ培養液：

トシテハ総テ上記調製ニヨル各種「アミノ酸ヲ

加ヘタルモノ＝テ子牛セリ．

 最初試ミニ2％ノ割二葡萄糖ヲ加ヘタルニ，

培地ノPHが忽チ彊酸性二攣ジ移植セル菌ノ死

滅ヲ不随リ．依ツテ0．2％ノ低濃度ニテ試ミシ

ニ好成績ヲ得タリ．更二好適濃度ヲ知ラントシ

テ0．2％，0．4％，0．6％，0．8％等ノ各種濃度＝テ

比較研索セシニ0．2％ノ場合二「ヒスタミン」産

生度最モ高キヲ知レリ．省0．4％以上二於テ心

計照トシテ糖ヲ加ヘザルモノ昌比シテ「ヒスタ

ミン」産生度二差異ヲ認メザルノミナラズ，外

題反封二減少セリ．

 欄筆スルニ臨㍉’終始御懇篤ナル御指導ヲ添フ

シ御校閲ノ勢ヲ賜ハリシ 恩師 泉教授二深甚ノ

謝意ヲ表ス．伺本教室西村學士ノー方ナラヌ御援

助二封シ厚ク謝意ヲ表ス．
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舘  論  文   附  囲    （・）

 第1圖 「ペプトン」加培養液



 、舘論文附囲 （・）
第2圖 （璽ペプトン」及ビ照内ペプトン」加培養液）



舘論文附圖 （3）
 第3圖  1卵白分解「アミノ酸加培養液》



舘論文附圖 （4）

第4圖（A）  （卵白分解「アミノ酸加培養液）



舘論文附圖 （5）

第4圖（B） （卵白分解「アミノ酸加培養液）



舘論文附圖 （6）
第5圖 （照内ペプトン」分解「アミノ酸加培養液）



舘 論 文 附 圖  （7）

  第6圖 （「アミノ酸加培養液）



舘 論 文 附 圖 （8）

第7圖（A）瓢（各種濃度葡萄糖加培養液）

    劃’照及ビ培養24時闇目成績



舘論文附圖
（9）

第7圖（B） （各種濃度二二糖力n培養液）

   培養3日目成績



  舘論文附圖 （・・）
第7圖（C）  （各種濃度萄葡糖加培養液） 培養7日目成績



舘 論  文  附  圖 （Il）

第8圖  （乳糖及ビ果糖加培養液）

  培養2日目及ビ4日目成績
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